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第 2 章では，歯周病原性菌の一種 Bacteroides gingivalis の増殖と特異酵素活性との関係，並びに
B. gi・ngivalis と Treponema denti-cola が生産する特異酵素について検討した結果について述べ， そ
れぞれの酵素の諸性質を明らかにしている。
第 3 章では， B. gingivalis 'C:特異的な N-CBZ -G 1 y-Gl y-Arg-peptjdase 組酵素画分を抗原と
して作成した B. gi ngival is 'C:対するモノクロ一ナノレ抗体について述べ，得られた抗体が本菌の検出並び
に菌株間の異質性の検討に有用である乙とを示している。
第 4 章では，臨床サンプルから分離した Black-pigmen ted Bacteroides 中の B. gingivalis の検出，


















ぜ活性について検討し、 Bacteroides gingivalis や Tre合onema denticola など特定の歯周病原
性菌が，ある種の合成基質を特異的に分解する乙とを発見している。
(2) 歯周病原性菌の一種 B. gi ngival is の増殖と特異酵素活性との関係，並びに同菌種と T.denticola 
が生産する特異酵素について粗精製を試み，それぞれの酵素の諸性質を明らかにしている。
(3) 上記(2)で得られた N-CB z -G 1 y -G 1 y -A r g -pept j dase 粗酵素画分を抗原として ， B. gingiva 
lis ，乙対するモノクロ一ナノレ抗体を作成し，得られた抗体が本菌の検出，並びに菌株聞の異質性の検討
に有用であることを示している。
(4) B. gi ngival is の上記特異酵素活性により，臨床サンフ。ル中からの本菌の検出，同定が簡便に行える
乙とを示し，さらに寒天培地上の B. gingivalis コロニーの迅速検出法を開発している。
(5) 上記(4)の方法を応用して，歯周病患者の歯肉縁下プラーク中に特異酵素活性を有する病原性菌を検出
することが歯周病の細菌学的診断に有用である乙とを明らかにしている。
(6) . B. gingivalis の種々の臨床分離株について上記の特異酵素活性と病原性の強さについて検討してい
る。
(7) 歯周病の化学療法の観点から歯周病原性菌に対する種々抗生物質の抗菌力を検討し，歯周病治療薬に
応用すべき最適な抗生物質を示している。
以上のように本論文内容は，歯周病原性菌の迅速検出法並びにそれに基づく歯周病の細菌学的診断法を
確立し，新しい歯周病検査薬の開発に結び付けている。また，歯周病の化学療法の基礎となる抗生物質の
抗菌力を検討し歯周病治療薬の開発にも貢献している。乙のように，本論文は博士論文として価値あるも
のと認める。
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